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ç

一
方
の
締
約
国
は
、
æ
に
規
定
す
る
暫
定
的
な
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
を
と
る
前
に
、
他
方
の
締
約
国
に

対
し
書
面
に
よ
る
通
報
を
行
う
。
当
該
暫
定
的
な
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
と

ら
れ
た
後
速
や
か
に
両
締
約
国
間
の
協
議
を
開
始
す
る
。

è

æ
に
規
定
す
る
暫
定
的
な
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
の
期
間
は
、
二
百
日
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
期

間
中
、
４
に
定
め
る
関
連
す
る
要
件
が
満
た
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
当
該
暫
定
的
な
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置

の
期
間
は
、
５
é
に
規
定
す
る
期
間
に
算
入
さ
れ
る
。

é

５
ë
、
７
及
び
８
の
規
定
は
、
æ
に
規
定
す
る
暫
定
的
な
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

当
該
暫
定
的
な
二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
の
結
果
と
し
て
課
さ
れ
た
輸
入
関
税
は
、
そ
の
後
行
わ
れ
る
４
に
規

定
す
る
調
査
に
よ
り
原
産
品
の
輸
入
の
増
加
が
国
内
産
業
に
対
す
る
重
大
な
損
害
又
は
重
大
な
損
害
の
お
そ
れ
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
と
の
決
定
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
払
い
戻
さ
れ
る
。

10

５
æ
及
び
９
ç
に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
通
報
そ
の
他
の
こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
く
両
締
約
国
間
の
連
絡
に
つ
い

て
は
、
英
語
で
行
う
。

11

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
後
、
必
要
に
応
じ
、
こ
の
条
の
規
定
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
う
。

12

こ
の
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
一
方
の
締
約
国
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
従
い
他
方
の
締
約
国
の
原
産
品
に

対
し
て
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

æ

千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
十
九
条
及
び
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
協
定
の
規
定

ç

農
業
協
定
第
五
条
の
規
定

第
二
十
一
条

国
際
収
支
の
擁
護
の
た
め
の
制
限

１

こ
の
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
締
約
国
が
国
際
収
支
上
の
目
的
の
た
め
に
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解

し
て
は
な
ら
な
い
。
当
該
措
置
を
と
る
締
約
国
は
、
千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
十
二
条
及
び
世
界
貿
易
機
関
設

立
協
定
附
属
書
一
Ａ
千
九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
の
国
際
収
支
に
係
る
規
定
に
関
す
る

了
解
に
規
定
す
る
条
件
及
び
手
続
に
従
う
も
の
と
す
る
。

２

こ
の
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
締
約
国
が
国
際
通
貨
基
金
協
定
に
基
づ
く
為
替
管
理
又
は
為
替
制
限
を
実
施
す
る

こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
二
十
二
条

一
般
的
例
外
及
び
安
全
保
障
の
た
め
の
例
外

千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
は
、
必
要
な
変
更
を
加
え
た
上
で
、
こ
こ
に
こ
の

協
定
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
協
定
の
一
部
を
成
す
こ
と
と
し
、
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す

る
。

第
二
十
三
条

原
産
地
規
則

原
産
地
規
則
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
附
属
書
二
で
定
め
る
。

第
二
十
四
条

物
品
の
貿
易
の
た
め
の
運
用
上
の
手
続
規
則

合
同
委
員
会
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
、
物
品
の
貿
易
の
た
め
の
運
用
上
の
手
続
規
則
を
採
択
す
る
。
両

締
約
国
の
関
係
当
局
は
、
同
手
続
規
則
に
定
め
る
詳
細
な
規
則
に
従
っ
て
、
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
く
任
務
を
遂
行
す

る
。

第
二
十
五
条

一
般
的
な
見
直
し

両
締
約
国
は
、
こ
の
章
の
規
定
及
び
附
属
書
一
の
両
締
約
国
の
表
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
見
直
し
を
こ
の
協
定
が
効

力
を
生
ず
る
暦
年
の
後
五
年
目
の
年
に
行
う
。
両
締
約
国
は
、
そ
の
見
直
し
の
結
果
合
意
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
章
の

規
定
及
び
附
属
書
一
の
両
締
約
国
の
表
に
基
づ
く
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
交
渉
を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
三
章

税
関
手
続
及
び
貿
易
円
滑
化

第
二
十
六
条

適
用
範
囲

１

こ
の
章
の
規
定
は
、
両
締
約
国
の
関
税
地
域
間
で
取
引
さ
れ
る
物
品
の
通
関
に
必
要
な
税
関
手
続
に
つ
い
て
適
用

す
る
。

２

こ
の
章
の
規
定
は
、
両
締
約
国
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
法
令
に
従
い
、
か
つ
、
各
締
約
国
の
税
関
当
局
の
利

用
可
能
な
資
源
の
範
囲
内
で
実
施
さ
れ
る
。

第
二
十
七
条

定
義

１

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、

æ

「
Ａ
Ｔ
Ａ
条
約
」
と
は
、
千
九
百
六
十
一
年
十
二
月
六
日
に
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
作
成
さ
れ
た
物
品
の
一
時
輸
入
の

た
め
の
通
関
手
帳
に
関
す
る
通
関
条
約
を
い
う
。

ç

「
税
関
当
局
」
と
は
、
附
属
書
二
の
第
一
条
è
に
定
義
す
る
税
関
当
局
を
い
う
。

è

「
関
税
法
令
」
と
は
、
物
品
の
輸
入
、
輸
出
及
び
通
過
に
関
し
て
各
締
約
国
の
税
関
当
局
が
そ
の
権
限
の
範
囲

内
で
運
用
し
、
及
び
執
行
す
る
法
令
で
あ
っ
て
、
関
税
、
課
徴
金
そ
の
他
の
税
に
関
す
る
も
の
及
び
禁
止
、
制
限

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
規
制
に
関
す
る
も
の
を
い
う
。

第
二
十
八
条

透
明
性

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
関
税
法
令
に
関
し
て
一
般
に
利
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
関
連
情
報
を
、
い
か
な
る
利
害
関
係

者
に
つ
い
て
も
、
容
易
に
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
利
用
可
能
な
も
の
と
さ
れ
た
情
報
を
自
国
の
関
税
法
令
の
改
正
に
よ
り
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
は
、
利
害
関
係
者
が
当
該
改
正
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
修
正
さ
れ
た
情
報
を
当
該
改
正
の
効

力
発
生
に
十
分
先
立
っ
て
容
易
に
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
事
前
の
周
知
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

各
締
約
国
は
、
両
締
約
国
の
利
害
関
係
者
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
自
国
の
関
税
法
令
に
関
し
当
該
利
害
関

係
者
が
提
起
し
た
個
別
的
な
税
関
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
の
情
報
を
で
き
る
限
り
迅
速
か
つ
正
確
に
提
供
す
る
。
各

締
約
国
は
、
特
に
要
請
さ
れ
た
情
報
の
み
で
な
く
、
利
害
関
係
者
が
知
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
そ
の
他
の
適
切
な

情
報
も
併
せ
て
提
供
す
る
。

第
二
十
九
条

通
関

１

両
締
約
国
は
、
予
見
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
一
貫
性
及
び
透
明
性
の
あ
る
方
法
で
そ
れ
ぞ
れ
の
税
関
手
続
を
適
用

す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
両
締
約
国
の
関
税
地
域
間
で
取
引
さ
れ
る
物
品
の
速
や
か
な
通
関
の
た
め
、
次
の
事
項
を
行
う
。

æ

情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
。

ç

税
関
手
続
を
簡
素
化
す
る
こ
と
。

è

関
税
協
力
理
事
会
の
主
催
の
下
で
採
択
さ
れ
る
標
準
規
定
及
び
勧
告
規
定
そ
の
他
の
関
連
す
る
国
際
的
な
基
準

及
び
勧
告
さ
れ
た
慣
行
に
税
関
手
続
を
可
能
な
限
り
調
和
さ
せ
る
こ
と
。

é

適
当
な
場
合
に
は
、
自
国
の
税
関
当
局
と
次
の
当
局
等
と
の
間
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
。

ü

自
国
の
他
の
国
内
当
局

@

自
国
の
貿
易
関
係
者

A

第
三
国
の
税
関
当
局

３

各
締
約
国
は
、
影
響
を
受
け
る
当
事
者
に
対
し
、
税
関
に
係
る
事
項
に
関
連
す
る
自
国
の
行
政
上
の
行
為
に
つ
い

て
の
行
政
上
及
び
司
法
上
の
審
査
の
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、
容
易
に
利
用
可
能
な
も
の
を
提
供
す
る
。

第
三
十
条

一
時
輸
入
及
び
通
過
物
品

１

各
締
約
国
は
、
Ａ
Ｔ
Ａ
条
約
に
従
い
、
両
締
約
国
の
関
税
地
域
間
で
取
引
さ
れ
る
物
品
の
一
時
輸
入
の
た
め
の
手

続
を
引
き
続
き
容
易
に
す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
五
条
３
の
規
定
に
従
い
、
他
方
の
締
約
国
の
関
税
地
域
か
ら
の
通

過
物
品
又
は
他
方
の
締
約
国
の
関
税
地
域
へ
の
通
過
物
品
の
通
関
を
引
き
続
き
円
滑
に
行
う
。

３

両
締
約
国
は
、
セ
ミ
ナ
ー
及
び
研
修
課
程
を
通
じ
て
、
両
締
約
国
又
は
第
三
国
の
関
税
地
域
に
お
い
て
、
物
品
の

一
時
輸
入
の
た
め
の
通
関
手
帳
（
Ａ
Ｔ
Ａ
条
約
の
例
に
よ
る
も
の
に
限
る
。）の
使
用
及
び
通
過
物
品
の
通
関
の
円
滑

化
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
る
。

４

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、「
一
時
輸
入
」
と
は
、
関
税
の
納
付
に
つ
き
条
件
付
で
全
額
の
又
は
部
分
的
な
免
除
を

受
け
て
物
品
を
関
税
地
域
に
持
ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
税
関
手
続
を
い
う
。
当
該
物
品
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

輸
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
物
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
通
常
の
価
値
の
低
下
を
除
く
ほ
か
、
い

か
な
る
変
更
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
定
の
期
間
内
に
再
輸
出
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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